
 

          長田 美保子 

大好きな建築インテリアにまつわる、ちょっとしたお話をお伝えしていきます 
先日セミナーに行ってきました。インテリアのトレンドについてです。 

① インテリアのシンプル化 
全インテリアテイスト、例えば「すっきりとしたクラシック」「すっきりとしたカントリー」
という具合にシンプル化しているそうです。デコラティブなものが好みだったとしても、 
それを引き立てる空間はシンプルにという流れになっているのかもしれません。 

② インテリアのナチュラル化 
今は北欧デザインやオーガニック系、フレンチシックなものが流行（はやり）です。 
体に優しく、この癒し要素は無意識に惹かれますね。 

③ インテリアのミックス化 
ナチュラル化の流れを受け、木目のあるものや、ヴィンテージ感のある、 
鉄のような素材との組み合わせのミックススタイルがもっと主流になっていきそうです。 
 

自分（家族）にとってのインテリアを決めるときは、ここちが良いとか、嬉しいと感じるもの
を模索しながらいろいろ組み合わせてみるのがよいと思います。インテリアも時代の流れで 
変わってくるので上記のようなインテリアトレンドを参考にすると、 
今の暮らしに無理なく取り入れられると思います。迷われた時には思い出してみてくださいね
♪  
 

  
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

☆★ イベント報告 ★☆ 

大庭工務店のイベントを米谷がお伝えしまぁす(*^_^*) 
 

端午の節句、こどもの日の５月ですね。 
わが子も男の子なので小さい頃は兜にこいのぼりにと飾っていましたが、 
20 歳と 18 歳になった今では屋根裏でねむったままになっております… 

みなさんのご家庭はどうなんでしょうか… 
 
さて、4月の１週目 4月 5日(土)～6日(日) 西淀川区花川で構造見学会をさせて頂きました。 

またまたたくさんの方との出会いに感謝です！ 
 

2 週目 4月 13 日(日) 第 7 回大感謝祭を開催！こちらは私が文章を書くより 
写真から楽しさを感じとって頂けたらと思いたくさん写真を載せてみました～♪ 

 
 

 
 

 
  
 
 
 
 

 
    毎回楽しみに来て下さるお客様、初めて来て下さるお客様、 
    みなさん同じだけ楽しんで頂ける大感謝祭を目指しております。 
    次回は 9月に開催予定です。ちょっと行ってみよ～的な感じで 
    是非、遊びに来てくださいね～～♪       米谷美智でしたе 
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おおばこうむてんより大切なあなた様へお届けします。 

みなさま こんにちは。 社長の大庭健二です。 

もうすぐ、お楽しみのゴールデンウィークですね。 

海や山へお出かけの方もいらっしゃると思いますが、日中は 

夏日のように暑くなる日もあるので、気をつけてくださいね。 

日本の家は『夏をむねとすべし』と兼好法師の徒然草の 

一説にでてきます。昔の日本の家の考え方は、冬の寒さは体を 

動かしたり、着込むことでなんとかなるが、夏の暑さは 

我慢できないから、風通しを考えた涼しい家づくりをしなさいという意味ですね。 

しかし、現代のように家と家が密集し、いくら窓をたくさん付けても風が流れてこない、 

逆に隣家のエアコンの熱風が入ってくるようでは『徒然草』のようにはいきません。では、 

どうしたら現代の家づくりで快適な住まいができるのか？そのキーワードをドイツ研修で 

確信しました。先月号に続き、ドイツ研修報告 2番目は『家の気密性について』です。 

『気密』の意味は【密閉して気体の流通を妨げること】です。 

家は建つと大きくて動かせないものですが、造る過程では職人さんの手で運べる小さな部材の

集合体です。それらの部材を接合しながら造っていくわけですが、部材同士には小さなスキマ

があきます。又、木は乾燥することで少し小さくなります。 

最初はスキマがなくても将来的にスキマが生じることもあります。 

一般的な住宅の場合、それらのスキマを集めると大人ひとりが 

十分に出入りできるほどになります。先月号で断熱性のことを 

お伝えしましたが、いくらいい断熱材を使っていても、 

そんな大穴があいていては、せっかく温めた空気も冷やした空気も 

すぐに出て行ってしまいます。冬の寒い時にセーターだけ着て 

外に出ると、北風に吹かれて体が冷えてしまいますがビニール系の 

風を通さないものを一枚羽織るだけで温かさをキープできますよね。 

家にもウインドブレーカーを着させてあげましょう。ドイツの住宅では 

高性能な気密シートとテープで非常に高い気密性能を上げていました。 

ただ、気密って聞くと、なんか息苦しい、窓がない、風通しがない、 

暗いってイメージがあるかも知れませんが、そんなことはまったく 

ありません。自然の風、路地を流れる風、ビルに当たって回ってくる風、         、

いろいろな風の吹き方を考えて適所に窓を付ければいいんです。 

そして、気持ちのいい季節は、めいっぱい窓を開けて自然の風を取り入れましょう。 

真夏や真冬で窓を開けたくない時でも大丈夫です。今の住宅は 24 時間回り続ける換気扇を 

付けることが義務とされています。つまり、常に新鮮な空気が外から入ってくる仕組みに 

なっているんですね。ただ、その仕組みを有効に働かすためにも 

気密性が大いに関わってきます。 

次号は『気密と換気』の関係性についてお伝えします。 

 

 

 

 



 
こんにちは おおばひろみです。 

ご近所のOB様宅のきれいなお花で楽しませて頂いてますл お写真も頂きましたп 
ゴールデンウィーク、天気がよくお花を楽しめるといいなぁюю 

 
先日、友人がしている『オーラソーマカラーケアシステム』の体験に行ってきました♪ 
112本の上下二層のカラーボトルの中から直感的に惹かれるボトルを4本選ぶことによって、 
『自分の人生の目的、使命』『人生の課題』『現在の潜在能力』『未来や可能性』 

を明らかにしてくれるのです。 
不思議ですが、自分の気持ちや深層心理が 4本のボトルに出ていましたБ 
目に見えない波動や力があらわれるんですね。  
もっと深く知りたくなりました(*^_^*) 
自分の事を知り、またどういう状態の自分でいたら良いのかがわかり、楽しかったです♪ 

 
 今月はお家の保険で気づいた事です п 火災保険編パート３ п 

さて私の中で、火災保険で素朴な疑問がいつもありました。 
『保険料は高いし、火災保険に入らないといけないの？？』 

『オール電化だし火の元がなければ…』『火事にならないようにできるなら…』だと 
加入しなくてもいいんじゃないかと感じていましたが、 

みんなが入ってるし入ってた方がいいのかなぐらいの感覚でしかなかったのです(^_^;)ГГ 
火災保険代理店をして法律を知りました。実は入っていたほうがいいんです● 

 
隣の家から出火した火事であなたの家が類焼した場合、隣家の火事で放水被害など 

隣人は、あなたの家の損失を補償してくれるでしょうか。 
「失火の責任に関する法律（失火責任法）」により、故意や重大な過失がなければ、 

失火元に損害賠償責任を求めることはできません。 
すなわち、もらい火であっても自分の家は自分で再建しなくてはならないのです。 

 
自分のお家は自分で守る事ですね。 

補償金額や保険金額によって保険料も変わります。 
必要な金額をよく考えてご検討されることをお勧めします(*^_^*) 
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みなさん、ゴールデンウィークは楽しまれてますか？ 

私は遊びに行かない日はきっと DIY に勤しんでいると思います♪ 
またどこかで作品をご紹介したいと思います。 

 
今月のレシピはお魚嫌いのお子さんも 

お魚の栄養素をいっぱい摂れちゃうレシピです（＾ｖ＾） 
      

・・・はんぺんフライ・・・ 
 
材料： はんぺん       4 枚 

                       ハム             4 枚 

スライスチーズ    4 枚 

                                        小麦粉         適量              

                      たまご        1～2 個 

                      パン粉        適量 
                    

 
① ハムとチーズを挟むために、はんぺんを 2枚におろします。 

② 間にハムとスライスチーズを挟みます。 

③ チーズが溶け出ないようにはんぺんの４辺を水溶き小麦粉で押さえます。 

④ 小麦粉→たまご→パン粉で衣をつける。 

⑤ カラッときつね色になるまで油で揚げて完成。 

 

 時間が経つと縮んでくるのでアツアツのうちに食べましょうね～♪ 

実は節約レシピで 1人分 150 円ぐらいでできちゃいます!(^^)! 
米谷美智でしたе 

 

       
みなさんこんにちは！大庭工務店スタッフ江尻です。早いもので５月、桜の季節を過ぎて、新緑の眩しい 

季節がやってきました。眩しいというより、日焼けしそうなぐらい日差しが強烈な夏のような日もありますね。 
春と秋が短くなってきているように思うのは、私だけ？！ではないはず！！いずれにしても、この貴重な春の 
行楽シーズンを大切に過ごしたいと思います。皆さんはＧＷの連休はどう過ごされるのでしょう？ 
私は、友達３家族と、バーベキューの計画があります。また、５月の末にも高校の同窓会で、これまたバーベ
キューの計画があります。どちらも淀川の河川敷です。（野田方面と、西中島方面、どちらも西淀川区から 
自転車で行ける距離です。安・近・短‗ (ヽ^。^)ノ） 
 
さて、過ごしやすい季節が過ぎた後、すごく暑い夏の季節と、すごく寒い冬の季節を、 

いかにして、快適なお家で暮らしていただくかが、私達、大庭工務店の家づくりの目標として 
いるところです。（もちろん、１年中快適です。） 
その為に、リクシルのスーパーウォール工法という、建築工法で、お家づくりをしています。 
その工法は、高気密・高断熱・高耐震という３つのキーワードにまとめられていますが、簡単にご説明すると、 
夏の暑さ、冬の寒さを、家に入れないことで、出来るだけエアコンの使用を減らします。逆にエアコンを 
使った時にも、家の涼しさ、暖かさを外に漏らさない。そうすることでエアコンは低運転走行が可能となり、 
その結果、電気代が抑えられ、家計にも、環境にも優しいという、省エネルギーな住宅です。 
他にも、おすすめポイントをあげると 
・計画的な換気で家の中の空気がいつもきれい。 
・結露をなくすことで、カビやダニによる健康被害を予防する。 
・高度な制震構造で地震による被害を極力減らす。。。等々、快適に暮らせるための 
仕組みがいっぱい詰まった大庭工務店イチオシの工法なのです。 
そして、今日のおおばこ通信インタビューは、そのスーパーウォール工法の最新情報や 

最新技術を、常に大庭工務店に伝え続けてくれているスーパーウォール工法の伝道師、 
濱田友弘さんです。平たく言うとリクシルの営業マンさんです。 
さっそくインタビュースタートです 

江「では、早速ですが、『座右の銘』をお願いします。」 
濱「好きな言葉は『誠心誠意』です。」 
濱田さんらしい素敵な言葉です。濱田さんは本当に真面目で、優しい、思いやりのある方なのです。 

大庭工務店のみんなは、がんこものが多いですが、ほぼ全員、濱田さんのいう事だけは素直に聞きます。笑。 
江「『誠心誠意』、濱田さん的に平たく言うとどんな感じでしょう？」 
濱「まごころを持って、相手の方の立場に立って考えるようにしています。」 
なるほど、濱田さんのその気持ちが、大庭工務店のスタッフの心を動かしているんでしょうね。 

江「では、『尊敬している人』や『憧れる人』はいらっしゃいますか？」 
濱「月並みですけど、尊敬している人と聞いて浮かぶのは、両親です。」 
江「ご両親のどんなところを尊敬されていますか？」 
濱「結構、好き勝手にさせてくれました。あんまり、あれせえ。これせえ。と、 
  言われずに育てられました。両親が持っている大きな心と、包容力を、 

今自分が持てているかどうか・・・」 
江「いやいや、充分すぎるほど濱田さんは包容力があると思いますよ。 

大庭工務店のスタッフも、濱田さんの為なら頑張るぞ！と思えるのは、 
濱田さんがいつも優しく、皆の話を聞いてくれるからだと思います。」 

みんなから信用があるから、仕事も順調に進んでいる濱田さん。でも、詳しくお話をきくと、プライベート
な時間が少なくて、仕事と、睡眠時間をのぞくと、夜の２時間くらいしか自由な時間がない毎日のようです。
それも夕食とお風呂とＴＶですぐ終わってしまうという、まさしく現代の企業戦士というイメージです。 
江「今、自由な『時間』が増えたら何をしたいですか」 
濱「スポーツとか、ジムとか、体を動かすことをしたいです。」 
江「体を動かして、健康を保つことは大切ですよね。何か好きなスポーツや趣味はありますか？」 
濱「趣味といえば、旅行です。それと、毎月１日と１５日に神社に行って、神様にお参りし、ご先祖様に 

感謝したり、しています。これは何か特別な宗教とかではなく、妻からのすすめなんです。」 
江「奥さんの話題が出ましたが、濱田さんは愛妻家なイメージがとても強いです。」 
濱「そうですか？照(#^^#)（奥さんの）両親のお墓参りに一年に何度か福井県に行くのが、妻との 

恒例の行事のようになっています。もともと、温泉や、旅行が好きで夫婦でよく旅行に出掛けます。 
お墓参りのスケジュールは、ほぼ決まっていて、『車で出発～ 
温泉に一泊（グランディア芳泉 ※→右写真）～翌朝、温泉の朝食～ 
お墓参り～昼食に美味しいお蕎麦（又はソースカツ丼※福井名物） 

～帰阪』というコースです。」 
         真面目な濱田さん、静かに、丁寧に、言葉を選んでお話してくれる中で、旅行や温泉 

の話では、顔がほころんで、無邪気な少年のようでした。インタビューを終えて、 
『誠心誠意』＆『素直な心』この言葉が濱田さんの人となりを象徴する 
キーワードだと思いました。        そんな人に私もなりたい！ 
 


